
豊
か
な
自
然
と
大
地
の
恵
み
、

心
ふ
れ
あ
う
協
働
の
ま
ち



　

三
種
町
は
平
成
18
年
３
月
20
日
、
琴
丘

町
、
山
本
町
、
八
竜
町
の
三
町
が
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
名
称
は
、
旧
三

町
を
流
れ
る
三
種
川
に
由
来
し
ま
す
。

　
「
長
寿
の
種
」「
福
禄
の
種
」「
楽
の
種
」

の
三
つ
の
種
を
語
源
と
す
る
三
種
川
は
、

旧
琴
丘
町
の
房
住
山
に
源
を
発
し
、
旧
山

本
町
を
横
断
、
旧
八
竜
町
の
八
郎
湖
に
注

ぎ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
大
動
脈
と
し
て
生
活
や
農

業
な
ど
に
深
い
関
わ
り
合
い
を
も
っ
て
い

ま
す
。

　

三
種
川
の
よ
う
に
一
体
感
を
持
て
る
よ

う
、
知
恵
を
出
し
合
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
種
町
の
由
来

三種町町民憲章
土笛の調

しらべ

流れる琴の湖
うみ

。
朝の陽

ひ

に水面きらめくじゅんさいの花。
創造の力は無限しおさいの砂。

わたしたちは、房住山に源を発する三種川でつながり、
先人たちが築き上げてきた歴史、文化、絆を大切にし、
三種町民であることに誇りをもち、知恵を出し合い、
力を合わせ、希望あふれる町をつくるため、
ここに町民憲章を定めます。

わたしたちには　緑豊かな山があります
わたしたちには　命をつなぐ川があります
わたしたちには　光り輝く海があります
わたしたちには　心

か ら だ

身をいやすいで湯があります
わたしたちの三種町　ここに　笑顔と夢があります

（平成23年10月21日制定）

三種町

秋
田
県

仙台

東京

琴丘
森岳I.C

二ツ井
白神I.C

大館北I.C
小坂J.C.T
　小坂I.C
    十和田I.C

碇ケ関I.C

至青森

十和田湖
碇ケ関I.C

五城目八郎潟I.C

盛岡I.C 盛岡

秋田空港I.C

北上J.C.T

至酒田

至山形

男鹿線

盛岡I.C 盛岡

田沢湖
田沢湖

角館

鹿角
八幡平I.C 安代J.C.T

八竜I.C
能代南I.C

東能代

男鹿半島

鹿角
八幡平I.C 安代J.C.T

八竜I.C

大館
鷹巣

至青森

樹海
ライン

十和田湖

能代南I.C
東能代

昭和男鹿半島I.C

秋田北I.C

秋田空港I.C

秋田南I.C

秋田中央I.C

西仙北I.C

大曲I.C

横手I.C
横手十文字I.C 北上J.C.T

湯沢I.C
三関I.C

須川I.C
雄勝こまちI.C至酒田

至山形

大曲

協和
I.C

河辺
J.C.T

秋田

男鹿半島

男鹿

羽
越
本
線

羽
越
本
線

秋
田
空
港

男鹿線

奥
羽
本
線

五
能
線能
代
東
I.C 大

館
南
I.C

花
輪
線

八
幡
平

あきた
北空港
あきた
北空港

森吉山

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

秋
　田
　　自
　　　動
　　　　車
　　　　　道

秋
　田
　新
　　幹
　　　線

100105

102

103
104

101

105

105

107 107

108

108

398

341

342

398

101

285

285

341

7

7

7

7

13

13

46

白神山地

田代岳

岩城I.C

本荘I.C

仁賀保I.C
金浦I.C

象潟I.C

町の鳥  白鳥町の木  杉町の花  桜

三種町の
花・木・鳥

（平成22年３月１日制定）

10
周
年
記
念
誌
発
刊
に
あ
た
り

　

平
成
18
年
３
月
20
日
、
琴
丘
町
、
山
本
町
、
八
竜
町
の
三
町
が
合

併
し
、
三
種
町
が
誕
生
し
て
か
ら
10
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
三
種
町
の
礎
を
築
く
べ
く

町
民
の
一
体
感
の
醸
成
、
行
政
改
革
、
財
政
の
健
全
化
等
に
取
り

組
み
、
新
し
い
町
の
歩
み
を
着
実
に
一
歩
ず
つ
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
「
三
種
町
総
合
発
展
計
画
」
を
策
定
し
、
将
来
像
と
し
て
掲
げ

た
「
豊
か
な
自
然
と
大
地
の
恵
み
、
心
ふ
れ
あ
う
協
働
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
上
下
水
道
事
業
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
、
町

民
バ
ス
の
運
行
に
よ
る
交
通
環
境
の
整
備
、
高
度
情
報
通
信
網
の

整
備
な
ど
諸
般
の
課
題
に
順
次
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
の
分
野
で
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
琴
丘
地
区

の
３
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
琴
丘
小
学
校
の
誕
生
、
町
内
小
中
学

校
の
耐
震
補
強
改
修
工
事
な
ど
に
着
手
し
、
児
童
生
徒
が
安
心
し

て
学
習
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
秋
田
国
体
、
平
成
26
年
国
民
文
化
祭
あ
き
た

２
０
１
４
が
成
功
裏
に
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
協
働
の
町
づ
く
り
の
成
果
の

あ
ら
わ
れ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
町
で
は
、ク
ア
オ
ル
ト
に
よ
る
健
康
推
進
の
町
づ
く
り
や
、

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
じ
ゅ
ん
さ
い
の
推
進
に
よ
る
栽
培
技
術
向
上
と
販
路
拡

大
に
よ
る
特
産
品
の
新
た
な
展
開
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
住
民
と

行
政
が
互
い
に
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
よ
り
一
層
魅
力
的
な
町

づ
く
り
を
新
し
い
発
想
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
図
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

三
種
町
誕
生
10
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
本
記
念
誌
に
よ
り
ま

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
三
種
町
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

皆
様
と
共
に
輝
く
三
種
町
の
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
作
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
記
念
誌
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

も く じ
町長あいさつ………………………………… 2
三種町の由来・町章・町民憲章・町のシンボル … 3
10年のあゆみ ……………………………… 4
夏を彩る三種のまつり
（サンドクラフト・森岳温泉夏まつり）…… 14
三種三十六景 フォトコンテスト ………… 16
行政・議会のあゆみ………………………… 18
データでみる三種町………………………… 19

　10周年の節目を町民全体でお祝い
し、更なる一体感を育んでいくため
のシンボルとして、ロゴマークを制
作しました。
（平成27年９月１日制定）

●若いひまわりをモチーフに、
たくましく成長し続ける元気な三種町をイメージしました。
●虹は人と人、心と心、ここにある笑顔、夢を未来へとつなぐ
架け橋をイメージしました。
●全体として、町章の緑・青・赤を基調として配色しました。

　

三
色
の
輪
が
「
豊
か
な

自
然
と
大
地
の
恵
み
、
心

ふ
れ
あ
う
協
働
の
ま
ち
」

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
三
町
が
知
恵
の
輪

の
よ
う
に
融
合
し
、
発
展

し
て
ゆ
く
三
種
町
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。

（
平
成
18
年
３
月
20
日
制
定
）

町　

章

町長あいさつ

三
種
町
長

三　

浦　

正　

隆
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９
月
30
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
４
日
間
、
第
62
回
国

民
体
育
大
会
（
秋
田
わ
か
杉
国
体
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
が
開
催
さ
れ
、琴
丘
総
合
体
育
館
で
は
成
年
男
子
が
、

山
本
体
育
館
と
山
本
中
学
校
体
育
館
で
は
少
年
女
子
の
競

技
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
16
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
全
国
一

を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
チ
ー
ム
は
地
域
住
民
の
熱
い
声
援
を
背
に
奮
闘

し
、
成
年
男
子
が
３
位
、
少
年
女
子
が
準
々
決
勝
進
出
と

大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

続
く
10
月
14
日
か
ら
15
日
の
２
日
間
、
秋
田
わ
か
杉
大

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
秋
田
県
チ
ー
ム
の
活

躍
に
、
会
場
は
温
か
い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、
琴
丘
町
、
山
本
町
、
八
竜
町
の
三
町
が
合

併
し
、
人
口
２
万
４
３
８
人
（
平
成
17
年
国
勢
調
査
速
報

値
）
の
「
三
種
町
（
み
た
ね
ち
ょ
う
）」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

町
名
の
由
来
と
な
っ
た
三
種
川
が
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
流

れ
、
か
ね
て
よ
り
「
山
本
郡
南
部
三
町
」
と
し
て
親
交
の

深
か
っ
た
こ
の
地
域
が
、
三
町
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
を

受
け
継
ぎ
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

森岳じゅんさい鍋のお披露目

第１回臨時議会（３月28日）
三種町条例議案等205件を審議。初代議長に牧野定信氏を選出。

秋田わか杉大会（10月14日～ 15日）

三種町消防団「特別表彰まとい」受賞（３月７日）
全国の消防団にとって最高の栄誉である「特別表彰まとい」
を受賞しました。

三種町合併記念式典・第１回三種町町民祭開催
（10月27日～ 29日）

平成18年 
 ３月20日 三種町誕生 
 ３月28日 第１回  臨時議会 
 ４月 １日 広報みたね第１号発行 
10月27日 三種町合併記念式典・第１回  三種町町民祭（～29日）
平成19年
 １月 ４日 ３地域合同による出初式 

平成19年 
 ９月30日 秋田わか杉国体バスケットボール競技を開催 
10月14日 秋田わか杉大会バレーボール競技を開催 
平成20年
 ２月 森岳じゅんさい鍋お披露目 
 ３月 ７日 三種町消防団「特別表彰まとい」を受賞 
 ３月 三種町総合計画（基本構想・前期基本計画）を策定 

秋田わか杉国体・わか杉大会を開催 平成18年３月20日　三種町誕生

19年度
平成

18年度
平成

2007.4 ▶▶▶ 2008.3 2006.3 ▶▶▶ 2007.3

出初式（１月４日）

主な出来事主な出来事
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４
月
３
日
、
三
種
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
旧
町
３
つ
の
施
設
を

統
合
し
新
た
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
木
造
一
部
２
階
建

て
の
施
設
は
、｢

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム｣

を
採
用
し
た
ほ
か
、

エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
な
ど
安
全
衛
生
面
に
配
慮
し
た
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
セ
ン
タ
ー
で
は
１
日
約
１
５
０
０
食
が
調
理
さ
れ
、

町
内
小
中
学
校
９
校
へ｢

安
全
で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

お
い
し
い
給
食｣

が
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、第
14
回
縄
文
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「
琴
の
湖
（
う

み
）」が
、琴
丘
総
合
体
育
館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。ス
タ
ッ

フ
や
出
演
者
と
し
て
参
加
し
た
町
民
約
６
０
０
人
が
、
多

彩
な
演
目
を
盛
り
込
ん
で
幻
想
的
な
舞
台
を
披
露
し
、
集

ま
っ
た
多
く
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
度
に
琴
丘
町
誕
生
40
周
年
記
念
と
し
て
町
民

芸
術
に
よ
る
町
お
こ
し
を
目
指
し
て
上
演
、
平
成
15
年
に

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞
内
閣
官
房
長
官
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
国
内
で
高
い
評
価
を
得
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
成

功
の
う
ち
に
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

琴丘小学校開校式（４月６日）
鹿渡小学校、鯉川小学校、上岩川小学校の３校が
統合し、琴丘小学校が開校しました。

村人グランプリ
受賞！
日本テレビの番組
で近藤文雄さん
（浜田）が村人グ
ランプリを受賞、
奥さんとともに番
組スタッフよりト
ロフィーを授与さ
れました。

秋田県消防操法大会
（９月４日）　
小型ポンプ操法の部で山
本支団第４分団豊岡班
が、ポンプ車操法の部で
琴丘支団第１分団がそれ
ぞれ優勝。豊岡班は秋田
代表として全国大会に出
場し優秀な成績をおさめ
ました。

巡回ラジオ体操巡回ラジオ体操
（８月15日）（８月15日）
三種町で初めてとなる三種町で初めてとなる
巡回ラジオ体操・みん巡回ラジオ体操・みん
なの体操会が琴丘中央なの体操会が琴丘中央
公園スカルパで開催。公園スカルパで開催。
参加した1,200人が心参加した1,200人が心
地よい汗を流しました。地よい汗を流しました。

ゆめろん入館者
300万人達成（６月７日）
平成７年にオープンした
「砂丘温泉ゆめろん」の
入館者が300万人を達成
しました。

第１回  三種ミュージカル上演（11月22日）
八竜体育館を会場に「新釈　房住山物語」が上演され、会場からは感動の
大きな拍手が鳴り止みませんでした。

みたねマラソン大会（10月13日）
ことおか中央公園

平成20年 
 ８月15日 巡回ラジオ体操を琴丘中央公園で開催 
 ９月 ４日 秋田県消防操法大会で山本第４分団豊岡班（小
 型ポンプ）・琴丘第１分団（ポンプ車）が優勝 
11月16日 第14回　縄文ページェント「琴の湖」上演 

平成21年 
 ４月 ３日 三種町学校給食センター完成 
 ４月 ６日 琴丘小学校が開校 
10月24日 三種町町民歌を制定 
平成22年 
 ３月 １日 町の「花・木・鳥」を制定（桜・杉・白鳥） 

三種町学校給食センター完成 縄文ページェント「琴の湖」最後の上演

21年度
平成

20年度
平成

2009.4 ▶▶▶ 2010.3 2008.4 ▶▶▶ 2009.3

主な出来事
主な出来事
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４
月
１
日
、
上
岩
川
地
域
で
町
民
バ
ス
の
運
行
が
始
ま

り
、
平
成
21
年
か
ら
開
始
し
て
い
た
鯉
川
地
域
と
あ
わ
せ

て
２
路
線
が
運
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
上
岩
川
・
鯉
川
地
区
の
生
活
路
線
が
確

保
さ
れ
、
住
民
の
貴
重
な
交
通
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

地域住民一丸となって防災訓練（５月26日）
県民防災の日にあわせ、町内各地区で防
災訓練を実施しました。

房住山浪慢うた街道オープン（４月29日）
旧上岩川小の「郷土かるた」の立て札を自
転車で巡り、歴史や名所など上岩川の魅力
を堪能できるコースが上岩川地域おこし協
議会の皆さんによって作られました。

みたねグルメ
in森岳温泉

（２月11・12日）
食の三種をＰＲしよ
うと観光協会が主
催。町内外からの出
店に大盛況でした。

平成22年 
 ４月 １日 三種町全域が過疎地域に指定 
 町民バスを２路線（上岩川線・鯉川線）で運行開始 
10月 １日 平成22年国勢調査の実施（１万8,876人・6,294世帯） 
平成23年 
 ３月11日 東日本大震災が発生。三種町で震度５弱を観測 

町民バス（有償運送事業）スタート

22年度
平成

2010.4 ▶▶▶ 2011.3

主な出来事

　

４
月
29
日
、
み
た
ね
鯉
川
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
鯉

川
小
学
校
）
で
、「
橋
本
五
郎
文
庫
開
設
記
念
式
典
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
五
郎
文
庫
は
、
鯉
川
地
区
出
身
で
読
売
新
聞
東
京

本
社
特
別
編
集
員
の
橋
本
五
郎
さ
ん
か
ら
「
地
区
の
活
性

化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
約
２
万
冊
の
蔵
書
が
寄
贈
さ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
１
年
の
準
備
を
経
て
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

三種町子ども議会（７月６日）
町内小学校の児童が子ども議員になって町づくりなど
について、するどい質問を町当局に行いました。

東京みたね会（11月３日）
東京上野精養軒にて東京
みたね会総会が開催され
ました。この年から関東
琴丘会も合流し、約300
人が参加。だまこもちが
ふるまわれ、懐かしい味
を楽しんでいました。

三種町合併５周年記念式典（10月21日）
山本ふるさと文化館を会場に「三種町合併５周年記念式典」が行わ
れ約240人が出席。町内各小学校６年生の代表18人の群読により「町
民憲章」の制定が宣言されました。

平成23年 
 ４月29日 橋本五郎文庫開設 
10月21日 三種町町民憲章を制定 
10月21日 合併５周年記念式典の開催 
平成24年 
 ３月 三種町総合計画（後期基本計画）を策定 

橋本五郎文庫オープン

23年度
平成

2011.4 ▶▶▶ 2012.3

主な出来事

落合・勝平「ねぶ流し」（８月６日）
上岩川の落合・勝平地区に江戸時代から伝わる伝
統行事です。
ワラで作った「ねぶ」に火をつけ三種川に流し、
無病息災、五穀豊穣を祈ります。
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三
種
町
を
代
表
す
る
農
産
物
「
じ
ゅ
ん
さ
い
」
を
全
国

の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、８
月
４
日
に「
第

１
回
全
国
じ
ゅ
ん
さ
い
会
議
in
み
た
ね
」
を
山
本
ふ
る
さ

と
文
化
館
で
開
催
。
翌
年
３
月
１
日
に
は
、
日
本
記
念
日

協
会
よ
り
７
月
１
日
を
「
じ
ゅ
ん
さ
い
の
日
」
と
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
を
表
す
英
語
「
ジ
ュ
ー
ン
」
と
ジ
ュ
ン
サ
イ
の
３
、

１
で
出
来
上
が
る
幻
の
６
月
31
日
を
７
月
１
日
に
あ
て
は

め
ま
し
た
。

SLあきた路号運行（10月18日）
森岳駅では園児達がお出迎えし
ました。

石井漠没後50年記念フォーラム
（10月13日）

三種町出身で現代舞踊の先駆者、石井漠の
没後50年記念フォーラムが、山本ふるさ
と文化館で開かれ、台湾の人間国宝、李彩
娥舞団の踊りなどが披露され、会場は大き
な感動に包まれていました。

全国じゅんさい会議 inみたね（８月４日）崩壊した町道（長面） 冠水した道路（鵜川）

全日本ジュニア綱引
琴丘DＳステップが初優勝（８月５日）

東京、駒沢オリンピック公園総合運動場体育
館で開催された、2012全日本ジュニア綱引
選手権大会で琴丘スポーツ少年団綱引女子
「琴丘DＳステップ」が初優勝を飾りました。

平成24年 
 ８月 ４日 第１回じゅんさい全国会議inみたねの開催 
10月13日 石井漠没後50年記念フォーラム 
平成25年 
 ３月 １日 じゅんさいの日（７月1日）の制定 

７月１日は「じゅんさいの日」

24年度
平成

2012.4 ▶▶▶ 2013.3

主な出来事

　

日
本
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
台
風
18
号
は
、
９
月
16

日
、
三
種
町
に
も
豪
雨
を
も
た
ら
し
、
三
種
川
お
よ
び
鵜

川
川
の
増
水
・
氾
濫
を
招
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
下
岩
川
地
区
・
鵜
川
地
区
を
中
心
と
し

た
住
家
に
床
上
浸
水
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
出
る
と
と
も

に
、
刈
り
取
り
間
際
に
迫
っ
て
い
た
稲
な
ど
の
農
産
物
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
要
地
方
道
能
代
五
城
目
線
や
多
く
の
町
道
が

冠
水
・
崩
落
・
崩
壊
・
土
砂
崩
れ
等
に
よ
り
通
行
止
め
と

な
っ
た
ほ
か
、
停
電
が
発
生
す
る
な
ど
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

琴丘地域拠点センター「じょもん」開所式（９月17日）
琴丘地域の総合支所と公民館機能を併せ持った施設とし
て活用されています。

世界チャンピオン誕生（４月８日）
浜田出身の三浦隆司選手が東京・両国国技館でのＷＢＣスーパー
フェザー級タイトルマッチに勝利、新王者の誕生となりました。
三浦選手は６月２日、三種町初となる町民栄誉賞を受賞、翌３日
には秋田県県民栄誉章を受章しました。
世界を制した三浦選手の強烈な左は「ボンバーレフト」と命名
され４度の防衛を果たし、町民にたくさんの夢と希望を与えて
くれています。

平成25年 
 ４月 ８日 三浦隆司選手　ＷＢＣスーパーフェザー級 
 世界チャンピオンに輝く 
 ６月 ２日 三浦隆司選手　三種町町民栄誉賞受賞 
 ６月 ３日 三浦隆司選手　秋田県県民栄誉章受章 
 ９月16日 台風18号による河川氾濫で下岩川・鵜川 
 地区中心に豪雨被害 
 ９月17日 琴丘地域拠点センターが完成 

台風18号の被害

25年度
平成

2013.4 ▶▶▶ 2014.3

主な出来事
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第
29
回
国
民
文
化
祭
が
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
４
日
か
ら
山
本
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
キ

ル
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、 「
ト
ッ
プ
キ
ル
タ
ー
日
本

の
キ
ル
ト
作
家
展
」
や
一
般
か
ら
の
応
募
作
品
１
５
１
点

に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
10
日
ま
で
の
開
催

で
約
１
万
７
千
人
も
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

続
く
10
月
18
、
19
日
の
２
日
間
、
山
本
体
育
館
と
農
村

歌
舞
伎
会
館
を
会
場
に
「
地
歌
舞
伎
の
祭
典
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
森
岳
歌
舞
伎
の
ほ
か
、
山
形
県
の
鮭
川
歌
舞

伎
、
山
五
十
川
歌
舞
伎
、
岩
手
県
か
ら
黒
沢
尻
歌
舞
伎
を

招
い
て
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
１
７
０
０
人
の
観
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。

ボランティアによる
「じゅんさい汁」のふるまい

世界じゅんさい摘み採り
選手権大会（７月６日）
三種町の夏の風物詩でも
ある「じゅんさい」の摘
み採り。その早摘みを競
う世界大会がはじめて開
催されました。
毎年７月、「じゅんさい
の日」にちなんで開催さ
れ、県外はもとより海外
からも摘み採り自慢が集
い、その技術とスピード
を楽しく競い合います。

キルトフェスティバル（10月４日～10日）

森岳歌舞伎（地歌舞伎の祭典　10月18日～19日）

北海道みたね会が発足（11月16日）
札幌市で「北海道みたね会」の設立総会
が行われました。
設立総会には43名が参加し、引き続き
行われた懇親会では、ふるさとの思い出
話などで盛り上がり、同郷の絆を深めま
した。

平成26年 
 ７月 ６日 第１回世界じゅんさい摘み採り選手権大会を開催 
10月 ４日 国民文化祭「キルトフェスティバルinみたね」・「地歌舞伎の祭典」を開催 
11月16日 北海道みたね会が発足 

国民文化祭

26年度
平成

2014.4 ▶▶▶ 2015.3

主な出来事

ゆうぱる宿泊棟 ゆうぱる宿泊棟 
リニューアルオープンリニューアルオープン
（平成27年４月１日）（平成27年４月１日）
じゅんさいやクアオルトの観光資源を生かしながら県内外から
の集客と、小会議室等が新設され、町民にさらに利用しやすい
施設を目指して生まれ変わりました。

ゆめろん
グランドオープン
（平成28年７月30日）
６月９日に一部オープ
ンしクアオルト浴室と
露天風呂などを新設し
営業開始しました。
７月30日には、グラン
ドオープンとなり、２
階クアオルト運動室、

カラオケも出来るリフレッシユルームと多目的ホール等がオー
プンし町民の健康増進の中心施設として生まれかわりました。

釜谷集落防災訓練
（平成27年８月23日）
津波等の災害対策として６月、
釜谷地区の高台に防災備蓄庫を
設置し、８月には地域住民220
人が参加して備蓄庫までの避
難・防災訓練を行いました。

クアオルト健康ウオーキ
ング「クアの道」認定
（平成28年６月26日）
町内２カ所４コースがク
アオルト健康ウオーキン
グを実施する「クアの道」
として日本クアオルト研
究所より正式認定されま
した。

大相撲三種場所

27年度
平成

2015.4 ▶▶▶ 2016

主な出来事

～28

平成27年
 ４月 １日 森岳温泉ゆうぱる宿泊棟をリニューアルオープン 
 ６月15日 農政庁舎の開庁 
 ８月18日 大相撲三種場所開催 
10月 １日 平成27年国勢調査の実施 （１万7,077人・6,008世帯） 

平成28年　
 ６月26日 クアオルト健康ウオーキング 
 「クアの道」認定 
 ７月30日 ゆめろんグランドオープン 
10月15日 三種町誕生10周年記念式典 

　

平
成
27
年
８
月
18
日
、

日
本
相
撲
協
会
夏
巡
業

「
大
相
撲
三
種
場
所
」
が

琴
丘
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
琴
丘
町
で

行
わ
れ
て
以
来
10
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
今
場
所

に
は
、
約
２
０
０
０
人
の

相
撲
フ
ァ
ン
が
来
場
し
大

賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
気
力
士
と
町
内
小
学

生
と
の
ち
び
っ
こ
稽
古
も

行
わ
れ
、
豪
風
や
遠
藤
等

の
力
士
に
全
力
で
ぶ
つ
か
っ

て
い
く
も
軽
々
と
持
ち
上

げ
ら
れ
、
力
士
の
強
さ
を

直
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
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森
岳
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つ
り

　

雄
大
な
日
本
海
を
望
む
「
日
本
の
快
水
浴
場
１
０
０
選
」
に

選
ば
れ
て
い
る
釜
谷
浜
海
水
浴
場
を
会
場
に
、
砂
像
ア
ー
ト
作

品
の
展
示
や
、
町
の
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
・
食
を
テ
ー
マ
に
し
た

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
。
毎
年
夏
に
出
現
す
る
巨
大
で
精
巧

な
砂
の
芸
術
は
、
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

環
境
の
大
切
さ
を
伝
え
、
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
る
「
地
域

に
愛
さ
れ
る
力
強
い
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
定
着
し
、
今
年
で
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。　

　

昭
和
30
年
に
、
森
岳
温
泉
の
湧
出
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
歴

史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、今
年
で
62
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

惣
三
郎
沼
公
園
を
会
場
に
、
町
の
特
産
品
「
じ
ゅ
ん
さ
い
」

を
使
っ
た
流
し
じ
ゅ
ん
さ
い
や
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
屋
台
村

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
物
が
満
載
で
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火

シ
ョ
ー
で
は
、
大
輪
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
夜
空
を
彩
る
、
三
種

町
の
夏
の
最
後
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

三種のるを
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三
種
三
十
六
景

三
種
三
十
六
景 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「春の白神山地と白鳥の群れ」石川　　順
撮影地／三倉鼻公園撮2014

「月と人と蛍の灯り」石川　　順
撮影地／鯉川撮2015

「琴丘稜線から望む」
近藤　大樹
撮影地／琴丘稜線
近2015

「待ち人来ぬ」安藤　賢相
撮影地／房住山撮2013「夕暮れ時の三種町」藤田　真悦

撮影地／石倉山撮2015 「八郎湖の夕景」児玉　政敏
撮影地／八郎湖畔撮2014

「霧氷の朝」西村良司信
撮影地／三種川河口撮2014

「じゅんさい摘み」佐々木利和
撮影地／志戸橋地区

「熱演」安彦　　融
撮影地／森岳地歌舞伎

「挑む」小松　芳春
撮影地／釜谷浜
　　　　サンドクラフト

「静かな日」
吉田　博光
撮影地／
横長根地区

「釜谷の夕日」加賀谷春美
撮影地／釜谷浜

「子ども歌舞伎」古川　重幸
撮影地／森岳子供歌舞伎

「１日の始まり」及位　専蔵
撮影地／大口地区

「野外ステージと砂像」米森　由丸
撮影地／釜谷浜・サンドクラフト

「房住山の秋」渡辺　光男
撮影地／房住山

「私の美術館」金田　勇希
撮影地／釜谷浜・サンドクラフト

「夏の八郎湖」児玉　政敏
撮影地／八郎湖畔撮2013

「秋扇滝」近藤　大樹
撮影地／房住山・扇滝撮2013

「光の波」安彦　　融
撮影地／大口地区

「どんど焼き」相原　信孝
撮影地／浜田地区

「輝く田園」相原　　進
撮影地／三倉鼻公園

「冬の釜谷浜海水浴場」山田　康広
撮影地／釜谷浜

「群れ」及位　専蔵
撮影地／釜谷浜

「朝霧漂う」渡邊　昭道
撮影地／石倉山

「トリプルの渦巻き」児玉　政敏
撮影地／房住山・二段の滝

「鯉の滝登り」安彦　　融
撮影地／浜鯉川・鯉まつり

　

三
種
三
十
六
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
町
の
自
然
や
景
観
、
そ
し
て

人
情
深
い
町
民
の
姿
を
写
真
に
と
ら

え
、
普
段
見
逃
し
て
し
ま
い
が
ち
な

三
種
町
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
よ
り
毎
年
９
作
品
を

選
出
し
て
４
年
事
業
で
完
成
す
る
予

定
で
す
。

優 秀 賞優 秀 賞

審査員特別賞審査員特別賞

2013
入選

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

2014
入選

2015
入選
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安藤　賢藏 清水　欣也宮田　幹保 三浦　　敦 工藤　秀明 高橋　　満

鈴木　一幸 成田　光一

石井　秀基

小澤　高道 後藤栄美子 堺谷　直樹 平賀　　真伊藤　千作 児玉　信長

町長　三浦　正隆

歴順 氏　　名 在任期間

初　代 佐藤　亮一 平成18年４月23日～
平成22年４月22日

第２代 三浦　正隆 平成22年５月16日～
現任中

副町長　髙堂　弘道

歴順 氏　　名 在任期間

初　代 北林　敏明 平成18年８月１日～
平成22年５月21日

第２代 山添　　匠 平成22年10月１日～
平成25年３月31日

第３代 髙堂　弘道 平成25年４月５日～
現任中

教育長　鎌田　義人

歴順 氏　　名 在任期間

初　代 大沢　郁夫 平成18年３月20日～
平成18年６月14日

第２代 大塚　　強 平成18年６月15日～
平成22年６月14日

第３代 鎌田　義人 平成22年６月15日～
現任中

議長　金子　芳継

歴順 氏　　名 在任期間

初　代 牧野　定信 平成18年３月28日～
平成18年６月30日

第２代 児玉　信長 平成18年７月11日～
平成26年６月30日

第３代 金子　芳継 平成26年７月４日～
現任中

副議長　加藤彦次郎

議会議員

大澤　和雄

行政・議会のあゆみデータでみる三種町■町の位置
東端 東経 140度 14分 43秒
西端 東経 139度 56分 44秒
南端 北緯 39度 58分 28秒
北端 北緯 40度 09分 26秒

■役場の位置
東経 140度 00分 18秒
北緯 40度 06分 06秒

■土地利用区分別面積

■学校数（平成28年４月末現在）
保育園 幼稚園 小学校 中学校
７園

（※うち私立３園）
１園

（※うち私立１園） ６校 ３校

■小学校児童数（平成28年４月末現在）
児童数 男 女 学級数
602人 312人 290人 43

■中学校生徒数（平成28年４月末現在）
生徒数 男 女 学級数
350人 172人 178人 16

三 種町
面積

247.98㎢
大潟村

能代市日
本本
海

五城目町

八郎潟町八郎潟町

上
小
阿
仁
村

合計 17,591人

森林
13,522ha
54.5％農地

5,880ha
23.7％

その他
2,537ha
10.2％

道路
1,026ha 4.1％

水面・河川・水路
908ha 
3.7％

宅地 684ha 2.8％
原野等 242ha 1.0％

■年齢別人口　（平成28年４月末現在）
資料：秋田県の土地利用

■歴代町長 ■歴代助役・副町長 ■歴代教育長

歴順 氏　　名 在任期間

初　代 平賀　　真 平成18年３月28日～
平成22年６月30日

第２代 袴田　　隆 平成22年７月６日～
平成26年６月30日

第３代 加藤彦次郎 平成26年７月４日～
現任中

■歴代議長 ■歴代副議長
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